

































　1962 年（昭和 37 年），情短は「戦後非行の第二ピー
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Relevance between a social work in short-term therapeutic institution for








































































































































































































































































































































































































































































































全米で約 15,000 人の SSWr が活動している．
　わが国では ,1986 年に埼玉県所沢市において学校制度
の中で SSW を標榜する活動が開始された．約 10 年を
経過して 1999 年に赤穂市教育委員会と関西福祉大学と
の共同研究として SSW 推進事業が始まり（2004 年から
は SSWr が正式に市教育委員会から委嘱を受けて活動し
ている），茨城県結城市では 2000 年，香川県では 2001 年，
千葉大学附属小学校では 2002 年からと徐々にその拡が








おける SSW 推進事業等の成果が報告され，ついに 2008
年度に文部科学省が「スクールソーシャルワーク活用事











































は岐路に立たされている .2008 年度に 900 人以上採用さ
れた SSWr が大幅に減少していることが報じられている











































































































































注１） 環境療法（milieu therapy）の milieu はフランス語で環
境のこと .1950 年代にイギリスの精神科医ジョーンズが
サイナイ病院の小児病棟において実践したことに始ま
る．ジョーンズは集団の人間関係や組織運営を修正すれ
ば，個人の行動変容が生じるという発想で子ども医療の
実践を図った．医療におけるエコロジカルモデルであり，
情短の支援に関する基本とも言える実践理論である．情
短の総合環境療法は，生活支援・心理支援・教育支援が
３本柱であるが，ここでは筆者がソーシャルワークを新
たに加えて４本柱と表記した．
注２） 学園の「意見書」は児相の措置（行政処分）に関しての
意見であった．したがって，様々な協議が必要であった．
兵庫県の児童福祉課や各児相は情短である学園の社会的
役割を十分理解して了承してくれた経緯があった．
163
情緒障害児短期治療施設におけるソーシャルワークと
スクールソーシャルワークとの関連性
注３） 子どもが不登校ということで学園を利用するに際して，
教育権の保障について兵庫県教育委員会や地元である明
石市教育委員会と協議した．明石市内は指定外通学，市
外は区域外通学という手続きで子ども達の教育の保障を
図った．
注４） 情短で行われている「家族療法事業」については「児童
福祉施設（児童家庭局所管施設）における施設機能強化
推進費」（昭和 62 年）において予算化された．これを基
に学園では「家族療法棟」を新たに設置し，そこで家族
を一泊二日等で宿泊させて家族面接や家族再統合のため
の様々なプログラムを実施している．
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